
難病指定医及び協力難病指定医の皆さまへ

2023（令和5）年10月1日から難病医療費助成制度が変わり、

指定難病の臨床調査個人票に

「診断年月日」欄が追加されます
特定医療費の支給開始日を確認するため、臨床調査個人票の「診断年月日」欄には

「当該臨床調査個人票に記載された内容を診断した日」

を記載いただきますようお願いいたします。

＜１０月１日からの臨床調査個人票＞

健康・生活衛生局難病対策課

特定医療費の支給開始日の見直しの概要については、（別添）の周知チラシをご確認ください。

■診察や検査結果等から、当該指定難病の診断基準を満たし、
且つ、当該指定難病が原因で重症度分類を満たしていると総合的に診断した日

※令和５年10月１日以降の申請から適用となります。
※「診断年月日」が「記載年月日」と同日の場合は、同日を記載してください。
ただし、重症度分類を満たしていないと診断した場合は、「診断年月日」欄は記載不要です。

＜診断年月日の具体的な考え方＞

新しい臨個票は、厚生労働省ホームページからダウンロードできます。
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000084783.html）

「令和５年10月１日以降は、
難病情報センターにも掲載されます」

難病情報センター 検索

https://www.nanbyou.or.jp/

：改正箇所

※「診断年月日」欄のない臨床調査個人票を難病患者が持参した場合は、
特記事項欄又は欄外に診断年月日を記載してください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000084783.html

